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美術館活⽤のすすめ ~2018 年度版~ 

 京都国⽴近代美術館の「学習⽀援」 

・ ⼩・中・⾼等学校、⼤学と連携しながら、美術館を活⽤した「学びのサポート」 
・ 教員向け研修等の受け⼊れ 

⇒いずれも、⼦どもたちの実態や授業のねらいに応じた活動になるよう、先⽣⽅と⼀緒に
相談を重ねながら、セミオーダーで活動を作っていくことを⼤切にしています。 

 

 美術館を上⼿に活⽤するために 

 ⼼得その１：「ねらい」を明確に  

活動することそれ⾃体が⽬的（ゴール）になっては勿体ない！ 
活動を通して⼦どもたちに感じとってほしいこと＝「ねらい」を設定しましょう。 

 

 ⼼得その２：美術館の「何を」、「どのように」活⽤するのか  

ねらいを達成するためには、美術館をどのように活⽤するのが良いのでしょう。 
美術館には、学校の図⼯室・美術室にはない「もの」や「こと」があります。美術館なら

ではの資源を⽣かした体験ができるように、考えていきましょう。 
（例）本物の作品（⼤きさ、質感など） ／ 展覧会 ／ 美術館建築 ／ そこで働く⼈ … 

 

 活⽤までの流れ 

ねらいの設定 ・ 活動のイメージを膨らませる（先⽣） 
↓ 

電話・メール等で、美術館へ問い合わせ（先⽣） 
「美術館と連携した授業を希望」とお伝えください 

↓ 
学習⽀援担当と相談、作品選び等（先⽣・美術館） 

↓ 
依頼状の作成、提出（先⽣） 

↓ 
活動内容の調整、ワークシート作成など（先⽣・美術館） 

↓ 
当⽇（先⽣・美術館） 
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 過去の「学習⽀援」の事例は、当館ウェブサイトから 

 

美術館での約束 

 作品にさわらない 
     みんなの⼤切な作品です、傷つけないようにしましょう。 

 メモは鉛筆を使う 
     ペンのインクが作品につくと⼤変です。 

 ⾛ったり騒いだりしない 
     ほかのお客さんの迷惑にならないようにしましょう。 

 しずかにマナーをまもって鑑賞する 
     おはなしするときはちいさな声で。 


